
かごマット工法技術推進協会

シーサイドマット®　高耐久性海岸用かごマット

（亜鉛アルミ合金めっき鉄線＋ポリエチレンアイオノマー樹脂）



・概　　　要

シーサイドマットは「鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）」（1）で規定されている「被
覆線」を用いた河川河口部用かごマット（強化かごマット）を海岸向けに改良した製品で、
この度水理実験（2）により、KD 値等を求めました。
被覆材として使用する樹脂は強化かごマットと同様の「ポリエチレンアイオノマー樹脂」
としております。この樹脂はポリエチレン系樹脂の中でも高品質の樹脂で、被覆厚を 1.0
㎜とすることにより、砂等による耐磨耗性を向上させております。又、心線は強化かごマッ
トの亜鉛めっき鉄線 3種（H）に対し、より高い耐食性を有する亜鉛アルミ合金めっき鉄
線（H）を使用しております。

表─1　シーサイドマット（改良品）と強化かごマット（従来品）の比較

シーサイドマット（改良品） 強化かごマット（従来品）

心線 亜鉛アルミ合金めっき鉄線（H） 亜鉛めっき鉄線 3種（H）

被覆材 ポリエチレンアイオノマー ポリエチレンアイオノマー

被覆厚 1.0㎜ 0.3㎜以上

接着強さ 70N/㎝以上（JIS S 6040 準） 目視による確認

推定耐用年数
（線材） 50年以上（海岸部）（3） 30 年程度（河口部）（4）

適用箇所 海岸 汽水域

・水理実験結果

表─2　KD 値

形状寸法（実物大として） 設置勾配 KD 値

H0.5m× 6.0m× 2.0m 1：3.0（角度：18.4°） 6.20

H1.0m× 3.0m× 2.0m 1：3.0（角度：18.4°） 8.60

※参考値：捨石のKD 値　2～ 4
表─3　反射率

かご厚（実物大として） 設置勾配 反射率

H0.5m 1：3.0（角度：18.4°） 0.20 ～ 0.28

H1.0m 1：3.0（角度：18.4°） 0.18 ～ 0.28

※参考値：鋼管矢板等の反射率　1.0



必要に応じて消波ブロック
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必要に応じて根固めブロック
緩傾斜堤ブロック

「平張タイプ」 護岸工

裏込め工

「多段積タイプ」

平張タイプ規格 多段積タイプ規格

部材 金網 枠・骨線 部材 金網 枠・骨線

本体 φ 5.2（3.2）×網目 100
φ 7.0
（5.0）

本体 φ 5.2（3.2）×網目 100

φ 7.0
（5.0）

前直網

φ 6.0（4.0）×網目 65
蓋網 φ 6.0（4.0）×網目 65

蓋網

前平網
単位：㎜、（　）は心線径。

・シーサイドマット寸法規格

イ内湾等で使用される事をお勧めします。
ロ波浪により砂等の底質の動きが激しい場所（5）では、コンクリート・ブロック、巨石等との
組み合わせでご使用下さい。

海岸護岸シーサイドマット工例

・網線端末の枠線への結束方法 （本体、蓋部共通）

1.5 回直接巻き付け＋ 10㎜（腐食しろ）又は 2.5 回巻きカールとする。

型　式 高さ (m) 幅（ｍ） 長さ（ｍ） 参考重量（tf）

平張タイプ 0.5 2.0 6.0 9.6

多段タイプ 1.0 2.0 3.0 9.6

標準寸法
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